
議案
颯
爽

自
民

さ
が
み

公
明

立
民

維
新

羽
生
田

小
林

児童クラブ 
育成料の値上げ

× ○ ○ ○ ○ ○ × ○

南市民ホールの 
利用延長

○ × × × × × ○ ×

2024年度 
一般会計決算 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○

採決が分かれた主な議案・陳情

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
に 

の
も
と
よ
し
み
通
信

決
算
に
反
対　

将
来
を
見
据
え
た
オ
ー
プ
ン
な
市
政
を

颯
爽
の
会
は
、
2
0
2
4
年
度
予
算
に
賛

成
し
ま
し
た
が
、
一
貫
性
や
整
合
性
の
な
い

市
政
運
営
が
行
わ
れ
た
た
め
、
決
算
認
定
に

は
反
対
し
ま
し
た
。
財
政
難
を
理
由
に
始
ま

っ
た
行
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
（
以
下
、
改

革
プ
ラ
ン
）
は
、
第
2
期
を
3
月
に
策
定
し
、

わ
ず
か
4
か
月
後
に
1
年
で
廃
止
す
る
こ
と

を
決
定
。
公
共
施
設
や
事
業
の
廃
止
・
縮
小

を
進
め
る
一
方
で
、
25
年
度
予
算
編
成
で
は
、

新
た
な
事
業
を
次
々
に
予
算
化
し
ま
し
た
。

進
め
方
に
疑
問
が
あ
る
事
業
も
。
ア
イ
ス

ス
ケ
ー
ト
場
も
そ
の
1
つ
。
改
革
プ
ラ
ン
で

廃
止
を
決
定
し
、
新
た
に
公
の
施
設
は
設
置

し
な
い
と
決
め
て
、
民
設
民
営
の
可
能
性
を

調
査
し
て
い
た
は
ず
が
、
公
設
民
営
の
検
討

を
始
め
て
い
ま
す
（
3
ペ
ー
ジ
参
照
）。
ま

た
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置

づ
け
、
市
民
対
話
で
進
め
て
き
た
津
久
井
地

区
と
光
が
丘
地
区
の
公
共
施
設
再
編
は
、
市

が
前
提
条
件
を
変
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

近
年
の
市
政
運
営
は
、
市
民
の
行
政
不
信

と
分
断
を
招
き
、
庁
内
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
欠

如
や
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
に
つ

な
が
る
と
強
く
危
惧
し
て
い
ま
す
。
人
口
構

造
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
中
、
公
共
が
果

た
す
べ
き
役
割
は
何
な
の
か
。
中
長
期
的
な

視
点
を
持
ち
な
が
ら
施
策
の
優
先
順
位
や
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
見
極
め
、
市
政
運
営

が
行
わ
れ
る
よ
う
、
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

12月議会の日程

11月18日（火） 本会議（議案提案）

　　27日（木）、28（金） 本会議（代表質問）

12月2日（火）～8日（月） 各常任委員会

　17日（水）～19日（金） 一般質問

　22日（月） 本会議（採決）

※のもとは、代表質問を行います。

「相模湖ふれあい広場2025」で、
「第7回足こぎスワン世界大会 IN SAGAMIKO 2025」が開催されました(10/5)

第55回　のもとよしみの議会報告会

相模湖公民館
10時～12時
城山公民館
14時～16時　

 日にち  
11月29日（土）

10月から始まった乗合タクシーの実
証運行に対し、様々な声が届きます。
路線バスの撤退や減便、高齢化が
進む中、使いやすく持続可能な移
動手段をどう確保していくのか。一
緒に考えませんか。

移動手段を考える 参加費無料

2025年10月

No.73

相
模
原
市
議
会
議
員　

颯さ
っ

爽そ
う

の
会
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黒
字
決
算
で
緩
む
財
布
の
ひ
も

問
わ
れ
る
市
政
の
優
先
順
位

2
0
2
4
年
度
決
算
は

4
年
連
続
で
大
幅
な
黒
字

に
。
市
税
収
入
が
増
え
、

基
金
は
増
加
し
、
市
債
も
減
少
、
財
政
は
健

全
と
言
え
ま
す
（
資
料
①
②
③
）。
し
か
し
、

経
常
収
支
比
率
は
、23
年
度
の
96 .
0
％
か
ら

97 .
5
%
に
悪
化
。
改
革
プ
ラ
ン
第
2
期
を

策
定
す
る
根
拠
と
な
っ
た
22
年
度
の
96 

.
9
%
よ
り
も
高
く
、
第
2
期
を
前
倒
し
で

廃
止
す
る
理
由
と
し
た
指
定
都
市
平
均
を
再

び
上
回
り
ま
し
た（
資
料
④
）。
第
2
期
の
策

定
は
必
要
だ
っ
た
の
か
、
廃
止
の
判
断
基
準

や
時
期
が
適
切
と
言
え
る
の
か
疑
問
で
す
。

第
2
期
廃
止
後
、
財
政
規
律
が
緩
み
、
十

分
な
検
討
も
な
く
、
新
た
な
事
業
が
予
算
化

さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
既
存
事
業
と
の
間
に

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
て
い
ま
す
。
老
朽
化

し
、
雨
漏
り
す
る
校
舎
で
児
童
生
徒
が
学
び
、

公
園
遊
具
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
改
修
も
、
老

木
化
し
た
公
園
や
道
路
等
の
樹
木
へ
の
対
応

も
計
画
的
に
進
め
ら
れ
て
い
な
い
一
方
で
、

計
画
に
な
か
っ
た
総
事
業
費
4
億
4
千
万
円

の
ロ
ン
グ
滑
り
台
が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
重
度
障
害
者
等
福
祉
手
当
は
、
今

年
度
は
半
額
に
、
来
年
度
は
全
額
廃
止
さ
れ

ま
す
が
、
当
事
者
の
４
割
が
「
手
当
廃
止
で

生
活
が
成
り
立
た
な
い
」
と
回
答
し
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
未
だ
に
何
の
救
済
措
置
も

あ
り
ま
せ
ん
。
黒
字
が
続
き
、
財
布
を
緩
め

る
の
で
は
な
く
、
何
を
優
先
し
、
ど
こ
に
投

資
す
べ
き
か
、
慎
重
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
改
革
プ
ラ
ン
は
妥
当
」
に
疑
問

8
月
に
公
表
さ
れ
た
改
革
プ
ラ
ン
の
検

証
。
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
約
7
割
が
適
切
と

回
答
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、「
改
革
プ
ラ
ン

を
策
定
し
、
取
組
を
進
め
た
こ
と
は
妥
当
」

と
報
告
し
て
い
ま
す
が
、
回
答
し
た
の
は
対

象
職
員
の
わ
ず
か
5.
7
％
。
財
政
健
全
化

目
標
を
早
期
に
達
成
し
た
の
は
、
そ
も
そ
も

財
政
推
計
が
大
幅
に
違
っ
て
い
た
こ
と
、
予

想
に
反
し
市
税
収
入
が
堅
調
だ
っ
た
こ
と
、

国
か
ら
の
交
付
税
の
増
加
が
主
な
要
因
で

す
。
改
革
プ
ラ
ン
の
効
果
は
限
定
的
で
す

が
、
そ
の
総
括
は
あ
り
ま
せ
ん
。

客
観
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
分
析
し
、

市
民
や
職
員
に
与
え
た
負
の
側
面
も
含
め
、

総
合
的
に
判
断
し
な
け
れ
ば
、
検
証
と
は
言

え
な
い
と
指
摘
し
ま
し
た
。
ま
た
、
職
員
の

記
述
式
回
答
に
は
、
注
目
に
値
す
る
意
見
が

多
く
あ
り
ま
す
。
1
つ
１
つ
真
摯
に
受
け
止

め
、
今
後
の
市
政
運
営
に
活
か
す
よ
う
、
求

め
ま
し
た
。

懸
念
さ
れ
る
職
員
の
状
況

1
年
お
き
に
実
施

さ
れ
る
職
員
の
意

識
調
査
。
全
職

員
の
82 .
3
%
が

回
答
し
、「
仕
事
に

や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る

か
」、「
相
模
原
市
職
員
と
し
て
誇
り
や
使
命

感
を
持
っ
て
仕
事
に
取
り
組
め
て
い
る
か
」

の
問
い
に
、
す
べ
て
の
役
職
で
肯
定
的
な
回

答
の
割
合
が
減
少
。
ま
た
、
24
年
度
の
普
通

退
職
者
は
1
2
6
名
（
教
員
を
除
く
）
で
、

19
年
度
の
約
２
倍
で
す
。
現
状
に
危
機
感
を

持
ち
、
経
営
層
の
意
識
改
革
、
組
織
風
土
の

改
善
、
職
員
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
向
上
に

取
り
組
む
よ
う
、
要
請
し
ま
し
た
。

公
設
で
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
?!

改
革
プ
ラ
ン
で
廃
止
を
決
め
た
ア
イ
ス
ス

ケ
ー
ト
場
「
銀
河
ア
リ
ー
ナ
」。
老
朽
化
が
進

み
、
2
0
2
7
年
3
月
の
廃
止
が
決
ま
っ
て

い
ま
す
。
新
た
に
「
公
の
施
設
と
し
て
は
設

置
し
な
い
」
と
決
定
し
た
上
で
、
昨
年
度
、

「
民
間
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
」
の
可
能
性
調
査

を
実
施（
委
託
費
は
2
0
1
1
万
円
）。
と
こ

ろ
が
、
報
告
書
の
中
身
は
、「
民
間
主
導
の
ア

イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
」
に
な
っ
て
お
り
、
公
設

民
営
の
市
の
負
担
軽
減
手
法
ま
で
記
載
が
。

し
か
も
市
は
、
そ
の
報
告
を
も
と
に
公
設
民

営
の
検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。　

な
ぜ
な
の
か
。
調
べ
る
と
、
11
月
に
「
民

設
民
営
は
成
り
立
た
な
い
」
と
の
中
間
報
告

を
受
け
、
実
現
で
き
る
方
法
の
追
加
調
査
が

指
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
公
設
民
営
ま
で
含

め
た
指
示
は
、
市
の
意
思
決
定
に
反
し
ま
す
。

理
由
を
問
う
と
、「
改
革
プ
ラ
ン
が
終
了
し
た

た
め
」
と
の
こ
と
。
な
ら
ば
、
同
様
に
、
改

革
プ
ラ
ン
で
廃
止
を
決
め
た
南
市
民
ホ
ー
ル

も
再
考
す
べ
き
で
す
。

公
設
を
検
討
す
る
な
ら
、
新
規
事
業
と
し

て
、
改
め
て
そ
の
意
義
や
必
要
性
、
財
政
や

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
諸
計
画
と

の
整
合
性
、
他
の
事

業
と
の
優
先
順
位
な

ど
、
様
々
な
視
点
か

ら
慎
重
に
意
思
決
定
を
行
な
う
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
改
革
プ
ラ
ン
で
決
定
し
た

他
の
事
業
と
の
整
合
性
も
勘
案
し
、
市
民
に

分
断
を
生
ま
な
い
よ
う
、
特
段
の
配
慮
と
市

民
へ
の
丁
寧
な
説
明
を
求
め
ま
し
た
。

介
護
人
材
の
確
保
は
戦
略
的
に

本
市
で
は
、
全
国
や
県
に
比
べ
て
高
齢
化

率
の
上
昇
率
が
高
く
（
資
料
⑤
）、
都
内
や
近

隣
自
治
体
の
労
働
条
件
が
良
い
こ
と
も
あ
っ

て
、
介
護
人

材
の
不
足

が
強
く
懸
念
さ

れ
ま
す
。『
相
模
原
市

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
』
の
指
標
の
1
つ

「
介
護
人
材
の
充
足
感
」
で
は
、
22
年
度
の

39 .
8
%
か
ら
26
年
度
に
40 .
6
%
に
す
る
目

標
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
実
績
で
は
23
年
度

37 .
2
％
、
24
年
度
33 .
6
%
と
年
々
悪
化
。

生
産
年
齢
人
口
も
減
る
中
（
資
料
⑥
）、
現

状
の
取
り
組
み
で
は
、
人
材
確
保
は
極
め
て

厳
し
い
状
況
で
す
。

介
護
人
材
の
確
保
を
喫
緊
の
課
題
と
捉

え
、
外
国
人
人
材
の
確
保
も
含
め
、
戦
略
的

な
取
組
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

暮
ら
し
や
す
く
、
働
き
や
す
い
ま
ち
に
す

る
こ
と
も
重
要
で
す
。
昨
年
度
、
人
権
尊
重

の
ま
ち
づ
く
り
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、

障
害
者
理
解
や
多
文
化
理
解
の
事
業
は
、
昨

年
度
も
今
年
度
も
、
予
算
も
内
容
も
以
前
と

ほ
ぼ
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
。
多
様

な
背
景
を
持
つ
人
々
が
、
そ
の
強
み
を
生
か

し
、
共
創
で
き
る
よ
う
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が

尊
重
さ
れ
る
共
生
社
会
の
実
現
に
、
全
庁
で

取
り
組
む
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

先
導
的
な
脱
炭
素
の
ま
ち
づ
く
り
を

橋
本
駅
南
口
も
相
模
原
駅
北
口
も
、
ま
ち

づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
「
脱
炭
素
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
橋
本
に
リ
ニ

ア
が
1
時
間
に
5
本
停
車
す
る
と
い
う
希
望

的
推
計
値
を
も
と
に
、
大
西
大
通
り
線
の
新

設
を
決
定
し
、
約
1
0
0
世
帯
の
立
ち
退
き

を
求
め
、
相
模
原
駅
周
辺
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化
で
、
J
R
横
浜
線
の
連
続
立
体
交

差
事
業
を
検
討
す
る
な
ど
、
従
来
型
の
車
優

先
の
ま
ち
づ
く
り
を
指
向
し
て
い
ま
す
。
コ

ン
セ
プ
ト
と
手
法
、
将
来
像
を
一
致
さ
せ
、

魅
力
あ
る
未
来
都
市
づ
く
り
を
進
め
る
よ
う
、

促
し
ま
し
た
。

不
適
切
盛
土　

住
民
の
安
全
第
一
で

盛
土
規
制
法
の
施
行
に
伴
い
、
市
で
は
既

存
盛
土
を
含
め
、
調
査
中
。
危
険
性
が
あ
り
、

災
害
防
止
の
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
所
有
者

や
行
為
者
等
に
勧
告
や
改
善
命
令
を
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
県
や
市
の
条
例
で
改

善
指
導
や
命
令
が
出
さ
れ
て
い
る
3
か
所
の

不
適
切
盛
土
に
つ
い
て
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を

強
化
し
、
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
、
牧

野
地
区
篠
原
は
、
安
全
な
状
況
に

す
る
た
め
、
県
と
市
の
役
割
分

担
と
責
任
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
地
域
住
民
に
説
明
を

行
う
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

９
月
議
会　

民
生
委
員
会

※
1 

経
常
収
入
を
経
常
支
出
で
割
っ
た
値
。
1
0
0
％
に
近

づ
く
ほ
ど
予
算
の
自
由
度
が
低
く
な
る
。

※
1



相
模
原
市
は
、
2
0
2
1
年
度
か
ら
地

下
水
等
の
調
査
を
実
施
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
結
果
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
中
央
区

の
南
橋
本
、
上
溝
、
横

山
、
清
新
、
星
が
丘
、

田
名
な
ど
の
地
下
水
や

道
保
川
な
ど
で
、
国
の
暫
定
指
針
値
（
50 

ng 

／
L
）
を
越
え
、
市
は
、
超
過
地
点
周

辺
の
井
戸
水
の
飲
用
を
控
え
、
専
用
水
道

設
置
者
に
水
質
検
査
を
行
な
う
よ
う
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
2
0
0
0
年
ま

で
P
F
A
S
を
含
む
泡
消
火
剤
を
製
造
し

て
い
た
南
橋
本
の
３
M
ジ
ャ
パ
ン
相
模
原

事
業
所
の
敷
地
内
井
戸
か
ら
高
濃
度
で
検

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
海
外
に
比
べ
、
規
制

の
動
き
が
遅
い
日
本
。
来
年
度
か
ら
よ
う

や
く
水
道
法
の
水
質
基
準
化
に
。
全
国
の

実
態
把
握
、
汚
染
源
の
特
定
と
対
策
が
急

が
れ
ま
す
。
な
お
、
県
水
は
安
全
で
す
。

児
童
ク
ラ
ブ
育
成
料 

値
上
げ
へ

来
年
4
月
か
ら
、
育
成
料
を
月
額
53
百

円
か
ら
6
千
円（
8
月
の
夏
季
は
9
千
円
）

に
値
上
げ
す
る
議
案
が
。
保
護
者
負
担
割

合
を
運
営
費
の
50
％
と
す
る
国
の
基
準
に

合
わ
せ
て
い
く
と
い
う
も
の
。
今
回
の
値

上
げ
で
負
担
割
合
は
約
35 

%
か
ら
40
％
と

な
り
、
3
年
ご
と
に
50
％
ま
で
引
き
上
げ

て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

物
価
高
で
生
活
費
を
切
り
詰
め
る
世
帯

が
増
え
て
い
る
中
、
税
収
増
が
続
く
本
市

で
、
な
ぜ
今
引
き
上
げ
な
の
で
し
ょ
う
。

待
機
児
童
の
解
消
も
、
6
年
生
ま
で
の
受

け
入
れ
拡
大
も
実
施
で
き
て
お
ら
ず
（
指

定
都
市
で
3
年
生
ま
で
な
の
は
本
市
と
熊

本
だ
け
）、
少
子
化
対
策
で
小
児
医
療
費
助

成
の
年
齢
拡
大
や
給
食
費
の
無
償
化
な
ど

を
進
め
て
い
る
こ
と
と
も
矛
盾
し
ま
す
。

多
く
の
自
治
体
で
は
、
世
帯
収
入
に
応

じ
て
段
階
的
に
利
用
料
を
設
定
し
た
り

（
本
市
は
生
活
保
護
世
帯
等
の
免
除
の

み
）、
2
人
目
は
半
額
、
3
人
目
は
無
料
に

し
た
り
す
る
な
ど
、
様
々
な
配
慮
を
し
て

い
ま
す
。
颯
爽
の
会
は
反
対
し
ま
し

た
が
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
、

値
上
げ
が
決
ま

っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

疲
弊
す
る
学
校
現
場　

教
員
増
員
を

教
員
不
足
が

深
刻
で
す
。
本

年
６
月
１
日
時

点
で
、
小
学
校
21

校
22
人
、
中
学

校
4
校
4
人
の
欠
員
が
あ
り
、
非
常
勤
講

師
を
任
用
し
て
い
ま
す
が
、
小
学
校
、
中

学
校
と
も
に
４
名
が
未
配
置
。
養
護
教
諭

は
小
学
校
で
15
名
、
中
学
校
で
9
名
が
非

常
勤
で
す
。
教
員
に
負
担
が
生
じ
て
お

り
、
現
場
は
疲
弊
し
て
い
ま
す
。

児
童
生
徒
数
が
減
っ
て
も
、
支
援
学
級

の
増
加
、
中
学
校
の
35
人
学
級
や
次
期
学

習
指
導
要
領
へ
の
対
応
等
で
、
必
要
な
教

員
は
増
え
ま
す
。
ま
た
、
全
中
学
校
へ
の

校
内
登
校
支
援
教
室
の
設
置
や
、
ひ
と
り

ひ
と
り
の
子
ど
も
の
「
今
」
を
大
切
に
し

た
、
学
び
の
個
別
最
適
化
を
着
実
に
進
め

る
た
め
に
も
、
計
画
的
に
教
職
員
を
増
や

す
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

P
F
A
S
と
は
、
1
万
種
類
以
上
あ
る
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
の
総
称
。
自
然
界
で
分
解
さ

れ
ず
、「
永
遠
の
化
学
物
質
」
と
も
言
わ
れ
る
。

フ
ラ
イ
パ
ン
の
表
面
加
工
や
撥
水
剤
、
泡
消
火

剤
な
ど
で
便
利
に
使
わ
れ
る
が
、
一
部
に
発
が

ん
性
が
指
摘
さ
れ
、
P
F
O
S
、
P
F
O
A
等

は
、
す
で
に
製
造
・
輸
入
が
禁
止
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
P
F
A
S
を
製
造
・
使
用
し
て

い
た
工
場
や
泡
消
火
剤
を
使
用
し
て
い
た
基
地

や
空
港
の
周
辺
な
ど
で
、
水
道
水
や
井
戸
水
な

ど
が
汚
染
さ
れ
、
人
体
に
も
入
る
な
ど
問
題
に

な
っ
て
い
る
。

12
月
議
会
で
14
施
設
の
駐
車
場
有
料

化
を
提
案
す
る
意
向
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

施
設
利
用
者
以
外
の
駐
車
が
駐
車
場
混

雑
の
一
因
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
対
策
と

の
こ
と
。
対
象
施
設
に
図
書
館
や
公
園

も
含
ま
れ
て
お
り
、
再
考
を
強
く
要
請
し

ま
し
た
。
物
価
高
騰
で
実
質
賃
金
や
年

金
が
目
減
り
し
、
市
民
は

生
活
費
を
切
り
詰
め
て

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

も
大
人
も
安
心
し
て
、
心
豊
か
に

過
ご
せ
る
場
と
し
て
、
図
書
館
や
公
園
は

と
て
も
重
要
で
す
。
ま
ず
は
不
適
正
利

用
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
市
民

と
と
も
に
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
機

会
を
つ
く
る
こ
と
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。
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TEL	 042–682–6301　FAX 042-682-6302
E-mail	 iki-iki-nonohana@nifty.com

のもとよしみ 相模原市議会議員
 nomoto_ yoshimi

相
模
原
市
の
P
F
A
S
問
題　

ご
存
じ
で
す
か
？

香害の啓発　 
図書館3館で実施

実現しました！

図
書
館
や
公
園
の
駐
車
場
有
料
化
?!


